
データベースを検索



御社でもこんなこと、よくありませんか？

膨大な資料に目を通す必要があって、
困る

この情報、どこかで見た記憶はあるので
すが、思い出せないんです

過去の案件を参照したいですが、
情報が多すぎて中々探せなくて



法律の専門家として、日々膨大な情報を取り扱う中で、ナレッジマネジメントに課題を

感じることは多いです。



その悩みを解決するために、 がサポートします。



のデータベース検索スキルができること

概念で検索
複数文書をまとめて

検索

インサイトを
一括抽出



「データベースの検索」のスキルが、実際のビジネスシーンで
どのように役立つのか、具体的な活用例を一緒に見ていきましょう。



特定の条項や更新日などの条件で、関連する契約書を検索

複数文書をまとめて
検索



対象となるデータベースは「 」です。



「 」データベースには、

融資業務にで活用する、各種契約書の雛形を収録してる、という想定です。



このデータベースの中から、契約書作成の際に使える特定の条項を探してみましょう。



「 」ボタンをクリックし、「 」

「 」データベースを選択します。



「このデータベースから、支払い一時猶予契約で使われた補償条項を見つけてください。」

とプロンプト入力します。





はプロンプトの内容に応じて、適切なスキルを自動で適用します。



「データベースの検索」（ ）スキルが適用されました。



は、データベース内の膨大なテンプレート群から、キーワードにマッチした条項を

検索・特定します。早速、データベース内の支払い一時猶予契約にあった補償条項を見つけました。



が生成する回答には、その根拠となった情報源が脚注として明記されます。

これにより、回答がどの資料に基づいているかを簡単に確認できます。



「 」 「 」から出典リストを確認できます。見つけた資料を「
」でチャットに追加すれば、手間なくスムーズに次の作業へ移ることもできます。



このように、データベース中のファイルを読み込み、プロンプトに一致する情報を見つけます。

各ファイルに目を通す時間を節約できます。



主張を裏付ける証拠を検索

概念で検索



の「データベースの検索」スキルは単なるキーワード検索にとどまりません。

的確なキーワードが思い浮かばなくても、概念や意図から情報を探し出すことが可能です。



この例では、別のデータベースを使用します。今回参照するのは「 」データベースです。

このデータベースには、家庭裁判所における訴訟ケースの証拠資料が含まれている、という想定です。



選択されたデータベースに対して、プロンプトを入力します。



このプロンプトは、 がデータベース内の文書を詳細に分析・解釈し、
指定されたコンセプトに最も一致する文書を特定することを求めます。



プロンプトには、タスク背景の情報がありますが、
データベース内の証拠と直接一致するような言葉は一言も使っていません。





特定のキーワードを含んでいなくても、 はユーザーの意図を正確に読み取り、
求めている証拠を的確に探し出します。



法的業務に特化しているため、 はユーザーの質問を深く分析することができます。



「思考」が、そのまま「検索」になります。 が最適な答えを導き出します。



契約書に記載された各条項を解釈し、取引を導く

インサイトを
一括抽出



今度は、データベース「 」に保管されている取引先との契約書の中から、

特定の情報を検索してみます。



件を超える膨大な契約書の中から、自社の責任がどこまで及ぶのかを、

正確に洗い出す必要があります。



通常、契約書の条項を理解するためには、一つ一つ読み進める必要があり、

非常に時間のかかる作業です。



従来の検索ツールや一般の生成 では、契約書特有の文脈や複数の概念を正確に理解できないため、

「製造者の責任」といった条項を的確に特定するのは困難です。



がどのように役立つか、試してみます。



選択されたデータベースに対して、聞きたい質問を入力します。



は、データベース内の つの契約書の読解、文脈の把握、そして回答の生成までを、

わずか数分で完了します。



文書内から関連性の高い情報を迅速に特定し、それに基づいて質問に回答しました。



の回答が弁護士の思考プロセスに近いのは、法的業務に特化したトレーニングと、

長文の文脈を保持できる優れた能力（長いコンテキストウィンドウ）のおかげです。



このように、 にたたき台となる下書きの作成を任せることで、お客様はご自身の専門知識を

活かして、より付加価値の高い業務に集中できます。



のデータベースの検索スキルができること

概念で検索
複数文書をまとめて

検索

インサイトを
一括抽出



契約書業務

法的業務のあらゆる場面で「データベースの検索」スキルは
その真価を発揮します。

契約書業務：特定の条項や更新日などの条件で、関連する契約書を検索



契約書業務 デューデリジェンス

法的業務のあらゆる場面で「データベースの検索」スキルは
その真価を発揮します。

デューデリジェンス： の際、対象企業の財務諸表やコンプライアンス記録などの重要文書を、膨大な資
料の中から抽出



契約書業務 デューデリジェンス コンプライアンス・
監査対応

法的業務のあらゆる場面で「データベースの検索」スキルは
その真価を発揮します。

コンプライアンス・監査対応：インシデントや事案の情報から、潜在的なコンプライアンス・リスクを発見



契約書業務 デューデリジェンス コンプライアンス・
監査対応

訴訟対応

法的業務のあらゆる場面で「データベースの検索」スキルは
その真価を発揮します。

訴訟対応：膨大な証拠書類の中から、自社の主張を裏付ける証拠を的確に特定する



契約書業務 デューデリジェンス コンプライアンス・
監査対応

訴訟対応 知的財産管理

法的業務のあらゆる場面で「データベースの検索」スキルは
その真価を発揮します。

知的財産管理：特許、商標、著作権に関する文書を速やかに検索し、知的財産の適切な管理・保護戦略の立
案に貢献



と共に、次世代の働き方を体験しませんか？
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